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「百萬石」をお手に取っていただき，ありがとうございます．弊誌 (以下，部誌)は，電気通信大学の公
認サークルMMAが新歓期 (春号)と弊学が開催する調布祭時期 (秋号)の年 2回発行・頒布しているも
のです．MMAとは，“Microcomputer Making Association”の頭文字に由来しており，1975年に創立
されたサークルです．現在では計算機に関連することを中心に，ネットワークやセキュリティなどの分野
でも活動しています．部誌には，MMAの部員が各々に行なっている活動を記事にしたものが掲載され
ています．内容は多岐に渡り，高度なプログラミングの話から旅行記など，MMAの活動の自由さが感じ
られるものとなっております．

さて，この「秋号」は調布祭で頒布されるものです．今年度のMMAは調布祭に対面
で参加するため，ありがたいことに直接部誌をお渡しできます．オンライン参加時代に
作った，歴代の部誌がすべて pdf で読めるようになっているサイトもまだ残っていま
す．歴代の部誌とともにお楽しみいただければと思います．

MMAは幸い遠隔での活動が可能な方ではあります．しかし，直接会うことがないため，部員同士の繋
がりは希薄なものになるのは避けられませんでした．この状況下にもかかわらず，部室の利用が可能であ
るからか，新入部員として活動に残ってくれる後輩が想定より多かったです．部長として嬉しい限りで
す．この部誌を読み興味を持った電通大生がいらっしゃいましたら是非お気軽に HPや Twitterからコ
ンタクトを取ってください．通年募集のため，いつでも歓迎いたします．

今年も早いもので，年末を迎えようとしています．今年のMMAでは，コロナ禍以前の状態を知らな
い運営メンバーで運営をしてきました．「残すべきものは残し，変えるべきは変える」と自分たちで部を
作っていくというシーンが多いように感じました．大学が忙しい中サークルに入って活発に何かをする
という文化が消えないように，できることをしたいと感じました．

最後になりますが，MMAはいろんな人とのつながりを得ることができます．加えて，自分のやってみ
たいことを相談し実現できる環境，充実した機材が揃っています．そういった自由度の高いところで活動
している部員が書く部誌は面白いものばかりだと思います．ぜひご一読ください．
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第 1章

技術系サークルの部長が技術的活動して
ないってマジ？ (部長振り返りポエム) terry

概要
技術系サークルの部長が「技術的に最強」である必要はないという話．部長やって感じたことを
振り返る．雑記（ポエムとも言う）．見出しのおもしろそうなとこだけどうぞ！部の運営も大事だよ，頼んだ後輩

1.1 自己紹介
自己紹介から行きましょう．terry といいます．2020/02～2023/01 までの 2 期連続部長です．高校
時代は競プロと LT の主催を超頑張っていました．大学生になってからは大学に魂を売りまして，技術
的活動をせずに，大学の勉強を頑張って成績を取るつまらない人間をしています．それ以外にやりたい
ことがない悲しい人間です．つまり全盛期は高校生ということになります．AtCoderの Highest：1255

（2018年）とかも高 1の過去の栄光ですしね．あ，Splatoon2は銅モデラーで最高 XP2234行きました．
なぜ？？？ 3ではモデラーを熟練度 5にして捨てました．わかば最強です．おもしろいと思ったら読ん
でいってね．そうじゃなかったら他の記事を読んでくれ，頼む ((* ))

1.2 この記事の概要と想定読者
1.2.1 この記事の概要
2 年間部長をやってきて，自分がやったこととやっときゃよかったことをまとめていきたいと思いま
す．これ紙面に使うのどうかと思ったけどもうヤケクソです．俺が部長だ！（ゴミ）毎回技術っぽくない
記事ばっか書いていたので，今回こそはゴリゴリ技術記事！ってしたかったですね．ただ，特にネタにな
る技術的試行もしなかったので，部長引退前最後っぽいことを書きます．
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1.2.2 想定読者
以下にあげた人を想定していますが，当てはまらなくても興味があれば読んでくださいお願いします．

• 技術ない自分なんてと思ってるそこの君
• 部長とか自分にできないと思ってるそこの君
• 最近MMAの部長 (僕)を見なすぎて何してるか知りたいそこの君
• terryガチ恋勢のそこの君*1

• 部長を押し付けられそうなそこの君*2

• たまたまこのページを開いてしまったそこの君

1.3 部長故に発生する業務の話
大きく分けて，毎週来るやつと突発的に発生するやつがあります．まとめて感想を先に言うと，部長や
るとやめたくなりますね，なんで仕事しなきゃいけないんだ！とよくなった*3．でもなんかやってて楽し
くなったりする瞬間もあるので，全部がだるいってわけではなかったです．部員増えたり，アクティブな
部員が定着したのを見ると俺頑張ったな，とかなったりしました．それでは以下詳細です．

1.3.1 通常業務
毎週議題があるかどうか謎の部会を定常的にやって「部（サークル）」としての「形」を保持する仕事
しかしてませんでした．MMAという団体を「私的利用」しようとするものをせき止める判断をすること
が一番大変でしたね．*4それ以外はメール打って色んな人とお話するだけです，簡単でしょ？後輩諸君は
困ったら wiki を見てくださいね．頑張って僕が引き継ぎ記事書くので参考までに！自分が一番「部長」
をしたのはこのパートだと思います．大事なことは部にとって何がいいかと言うのを考えながら行動す
ることです．それを忘れなければ大丈夫．あと仲間は頼りましょう．一人じゃ間違えてしまうことがあ
るので．

1.3.2 突発業務
もう本当に色々ありました．ピクトラボの話から始まり，サークル棟のコンセントの話やら，サークル
棟ネットワークの話とか．MMAのことを何でも知ってる「部長」になんでも聞いとけみたいなところあ
りますね．その処理を行います．我慢して捌きましょう，なんかいいことあるかもね．ここで得た人脈
とかはわりかし大学生活を有意義に過ごすために役立っていたりするので，うまく使いましょう (笑)

*1 いません
*2 案外面白いかもよ
*3 2年連続はさらにきつい
*4 それは部の活動のためじゃなくてあなたの個人的事情では？を言いまくる嫌な人をしました
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1.4 新歓関連への懺悔
1.4.1 僕は一人しかいない
UEC20と呼ばれる僕の代は実質 1人*5でした．そのため，4月に 20人くらいどばっと押し寄せる時
期に対応不可能なのですよね．このサークルって何でもできるから，何でもをカバーするためには一人
じゃ無理と言うやつがありました．そのため，たくさんの部員を幽霊化させてしまいました．ごめんなさ
い．一人ひとりに声をかけられなかったの悲しかったね．かけた人は残りがち．
ただ，技術系サークルの永遠の課題だと思うんですよね，これ．なんか対策ないですかね？

1.4.2 今後の課題
まず，新入生向けの対応をしっかりしたいですね．徐々に部員が増えつつあるので，来年こそは！毎週
なんかするとか，定期的になにかをやるとか，サークルっぽいことを考えたいよね．これが難しすぎて断
念したので後輩諸君はぜひ頑張って考えてほしい．プログラミング講座とかでもいいのよ．

1.5 markdownが更新→スライドを生成&pushの自動化
Marpを使うとMarkdownを Slide形式に変換できます．そいつを自動化するお話です．技術系 Topic

その１です．以前，ブログに書いた GitLab CI/CD のやつは，Chromium を sudo で実行する事に
よって起こるエラー「Failed converting Markdown. Running as root without --no-sandbox

is not supported.」でコケる様になってしまいました．そのため，GitHubに乗り換えと同時に新た
な方法を探すことに！ググルと一番上に出る「【GithubActions + Marp】markdown記法でプレゼン資
料を好きな形式で作成&公開できるようにする」https://zenn.dev/gakin/articles/set_up_marp_

on_github_actions という記事を見て設定すればいいんですが，これをカスタマイズしたのでお伝え
しておきます．コピペするとコケる注意ポイントや気をつけたことは以下の通り

• -e MARP USER="root:root"を適切な位置 (marp-cliより前)に追加
• --allow-local-files がないとファイル参照できなくてコケるかも
• on: [push]は md関係ない pushでも Actionが走るので，pathで制限を付けてみた
• dateで時間付けて commitメッセージやろうとしたど UTCの罠があるので気をつける

以下に GitHub Actionsの設定ファイルを示します．final.mdから final.pdfを作ってます．その辺はお
好みで

*5 実働部員という意味
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ソースコード 1.1 final.mdに変更がある pushが来たとき，final.pdfへの変換をする GitHub Action設定 yml� �
name: marp -GitHub -actions
on:

push:
paths:

- ’final.md’
jobs:

marp -to-pdf:
runs -on: ubuntu -latest
steps:

- uses: actions/checkout@v3
- run: sudo apt -get update
- run: docker run --rm -u root --init -v "$(pwd ):/ home/marp/app/"

-e LANG=$LANG -e MARP_USER="root:root"
marpteam/marp -cli final.md
--pdf
-o final.pdf
--allow -local -files
--theme themes/mma2.css

- run: |
git config user.name "Teruyoshi Goto"
git config user.email 79740698+ terry4279@users.noreply.github.com
git add final.pdf
git commit -m "slide -"$(TZ=JST -9 date ’+%m%d%H%M’)
git push

# - uses: actions/upload -artifact@v2 # A r t i f a c tが良ければこっち
# with:
# name: output_slide
# path: final.pdf� �

このスライド，#h1,###h3,**strong** しか使ってないのにココまできれい．(Footer は別だけど)

僕はかなり好き．CSS は東工大の traP のでっていうさん作をパクってちょいアレンジしてます．あり
がとうございます．

図 1.1 GitHub Actionから commitされたメッセージと表示の画像
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1.6 Dentoo.LT担当大臣
妥協無しで本気で書きます．なぜ僕がこの仕事を頑張ったか，Dentoo.LTという伝統イベントを切ら
さないように動いたか，その裏に隠された想いを語ります．(ポエムです)

1.6.1 LTやイベントに対するアツい思いをポエムに
terryがなぜ LTに強い思い入れを持つか
自分は情報オリンピック (JOI)の予選を指定校枠で通過したことがあります．それがすべての始まり
でした．予選を通過し，選ばれし者が集まる JOI本選という日本代表選手候補選抜イベントに知り合い
がいない状態で参加しました．そこで出会った競技プログラミングの中高生上位 80人は学内にいたら会
えないようなプロたちの集まりでした．自分はその人達とで会って世界が変わりましたし，モチベも得ま
した．その人達の助けがあったから当時水色行けたんですよね．話を戻して．そのため，またどこかで
会えたらいいねという話をしたら「LT会」とかやればいいのでは？という話が浮上しました．「だれかや
ればいいのにね...」で誰もやらないもんだから，自分が作るしかないと思って作りました．自分より技術
的に強い人達はそういう動きを見せなかったから，そこで劣ってる自分は他の場所で頑張ろうと思ってし
まったんですね．そのため，高校 1年生が Yahooやドワンゴにメールを送ってタダで会議室を貸してく
れるか打診メールを送りました．今となってはとても拙いメールですし，失礼だったなとは思いますが，
そういうことを気にせずあの一歩を踏み出せてよかったと思います．
そういう背景を持った自分が中高生を対象に，社会人や大学生も来ていい勉強会を 3回開催できまし
た．それが競プロ er界隈で LT会が少し流行るきっかけとなる*6CombNaf1-3なのです．もう五年も前
ですね．そこには E869120*7さんの発表があったり，聞く方に「けんちょん」「chokudaiさん」など競プ
ロ erなら誰でも知ってる人まで，色んな人が来てくれました．当時開講してまもない N高の宣伝のため
に，SAOの表紙のプログラミング本を書いた「吉村先生」が来てくださったり．これきっかけで N高選
んだ人もいるくらいです．嬉しいね．普段会えない学外の「技術に興味を持つ」仲間たちと話せるだけ
ではなく，社会人や大学生の有名人とお話できる場を作り上げてしまいました．CombNaf3の参加者は
100人弱でしたから，大規模にもなり，盛況のまま最終回を迎えました．

1.6.2 Dentoo.LTの現状
こうしてイベントを開くことで起こる楽しいことにすっかり沼ってしまった私は大学生になっても

「UEC20LT 1,2」「LTerry会 1st」と LT会を主催しまくるのでした．Dentoo.LTもそういう場所にした
かったのです．ただ，人がやっぱりこないですね，外部の人が来ないのは厳しいところではあります．コ
ロナの面と調布まで来くるということと認知度が低いというのがありますね．ココは課題なので頑張っ
ていきたいです．

*6 言い過ぎ
*7 鉄則本をだしたりしてる情報オリンピック日本代表経験者/米田さん
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MCCMMANCCも LTだね
農工大 MCC，MMA，明治大 NCC と組んでイベントをやる MCCMMANCC も LT 系イベントで
したね．今年も働きかけをやっていきましたが，どのサークルも過疎気味でしんどそう．うちもそう
なので人集め頑張りたいね．今年は NCC さんの担当です．このイベントはお互いのキャンパス行ける
のが一つの楽しみでもあるんですよね．私立大学の明治大学さんのきれいな中野キャンパス行きたい
なぁ！！！！って農工大MCCさんとたくさん圧力かけました (笑)

1.6.3 LTやイベント関連で今後やりたいこと
競プロオンサイトコンテストとかやってもいいよなぁという気持ちがあります．できるよね．電通大
の教室貸し切るぞ！ sepaくん&やきとりくんコンビがいればいけそう．とにかくでかいイベントがした
いです．CombNaf3を超えるイベントを作るが僕の目標です．コロナつらいけど．
Dentoo.LT担当大臣になった経緯でした．LTはこれからも続くからぜひ来てくださいね！

1.7 ドメイン取得への道 & Hugoはいいぞ
nafmo.devを取りました．***.devって Google Domainsでしか取れないらしい．後最近できたから
取り放題だね！年 1400円のお布施を払いました．
今のところは Hugoで作ったページを GitHub Pagesでデプロイしてるだけです．いい加減記事が置
きたい．でも簡単にMarkdownで記事が生やせていい感じですよ．ポートフォリオにはぜひ Hugoを！
いい感じのテーマを選べばすぐです．こんな感じ．これは PaperModというテーマです．

図 1.2 nafmo.devのトップページ

初めてすぎて，A レコードってなに？とかに直面して色々ハマりました．ハマりポイントは以下の
通り．
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• Hugoは publicフォルダに吐き出すが，GitHub Pagesは Docs(かフォルダ直)しか受け付けない
• ↑のため，吐き出し先を Docsに変更するために config.ymlに「publishDir : ”docs” 」を追加
• hasCJKLanguage: true がないと文字数カウントとかが狂うので注意
• GitHub Pagesは www.を転送するよう書いたり，DNSを設定したり大変 (よくわかってない)

コケたのはそんなところでしょうか．ところでmacchaさんの dotfilesの部誌があったからそのうち curl

dot.nafmo.dev で dotfiles持ってこれるようにしたいと思っています．

1.8 その他，イベント参加や小ネタを徒然と
ここから雑セクションです．締め切り守れなかったので手短にサクサク書きます．

1.8.1 技育博 2022参加

この記事 (QR右：https://nafmo.dev/posts/geekhaku2022/)を参照していた
だければいいと思います (宣伝)．何がすごいって交通費支給で全国のサークルが来
たことに加え，企業さんが我々の活動に興味をもって声をかけてくれたことですね．
また行きたい (後輩に譲りなさい)し，得たつながりを活かしたい．頑張ります．

図 1.3 技育博参加記

1.9 おわりに
締め切り守れなくて申し訳ございませんでしたアアア！！！
終わる終わる詐欺をしていた空知先生の気持ちが少しだけ分かりました．本当にすまん．そして，部誌
担当の udonくん，調布祭担当もやりつつ色々やってくれてありがとうございます．部長があまりにも来
なくて部長の顔忘れちゃったのも忙しさゆえでしょう．俺は悲しくなんてないしぃ ．そして allocer

さんもお手伝いありがとうございます．僕が git講習サボったがゆえに色んな人に迷惑かけてごめんなさ
い．時間が出来たらやるので許してほしい，いつできるんですか？時間ください．*8
ここまで読んでくださってありがとうございます．僕は名札をつけていると思うので，読んだら声かけ
てあげてください．この内容に関して質問してくださっても，感想をお伝えいただいても嬉しいです！

それではまたどこかで．

*8 正直これ書いてる暇があるなら課題と実験レポートをやるべきなんです
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第 2章

「鉄道すごろく」をするなどした maccha

2.1 能書き
私は B4の macchaである．MMAではかつて新歓や書記を担当していた．
今年度は活動に参加していないため，おそらく多くの後輩さんらは「誰？」と思っているであろう．そ
こでどんな人物か伝えるため，過去に私が投稿した部誌を紹介し，自己紹介とさせていただく．

Title Description

2019 秋 Python 入門・戦姫絶唱シンフォギアのこと Pythonを始めたこと，アニメのことについて
2020 春 Brainfuckで遊んでみた Brainfuck布教
2021 春 VPSを始めた話・dotfilesを作った話 VPSと dotfilesについて
2021 秋 ノート PCの HDDを SSDに換装した話 SSDを電子レンジに入れて写真撮影した
2022 春 関東ビッカメ娘往訪記 関東地方のビッカメ娘を訪ねて三千里

技術系そこそこの遊び人という認識で合っている．

2.2 鉄道すごろく
9月某日，都内でMMAの仲間 4人と鉄道を利用したゲームを行った．鉄道すごろくは鉄道の駅をマ
スと見立てた，すごろくのようなゲームだ．目的地にゴールする順位を競った．1位の参加者には，景品
として 1位という名誉が与えられた．

3行でわかる「鉄道すごろく」� �
• 今いる駅から出発する列車を選び，サイコロの出目と同じ数だけ先の駅へ移動し，下車する
• 選択した列車に必ず乗車し，指定された駅で必ず下車しなければならない
• 全員同じ駅からスタートし，同じゴール駅を目指し順位を競うが，経路は自由� �
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2.2.1 参加者
azarasing

かつてのMMAの頭脳担当．このゲームのルール作成時に，アイデアをいろいろ提供してくれた．
fjdj

先輩に囲まれても萎縮することはない．みんな知ってるすごい人．
s sato grobner

頭はいいが運は悪い人．白井黒子を愛しているらしい．
maccha(著者)

本企画の主催者．怠け者．アニメと鉄道が好き．

2.2.2 ルール
• プレイエリア (都区内パスの範囲内とりんかい線全線)から出る場合は，エリアの境界の駅で下車
し，次のターンで折り返すことになる．

• 1位が確定するまで，徒歩ルールが適用される．ゴール駅近辺でサイコロの出目が大きい場合は，
強制的に隣駅まで徒歩移動が課せられる．

• スタートは JR山手線 大塚駅，ゴールは JR京葉線 葛西臨海公園駅．
• 利用可能な路線は，都区内の JR線とりんかい線の普通列車のみ

今回，このゲームを円滑に進めるため，Discord Botを開発した．この Botはサイコロの出目を乱数
で決め，現在いる駅と選択した列車の情報を元に，次に降りる駅を教えてくれる．
例えば，上野駅から京浜東北線の快速列車 (行き先は蒲田駅以南)に乗車する場合は，以下の通り．� �

/jk crrsta: 上野 typ: 快速 bound: 蒲田 以南
Current Station: 上野, Type: 快速, Bound for: 蒲田 以南, Step: 5 —> Next Stop: 浜松町� �

参加者は共通の Discordサーバ内で，各自のチャンネルにてこの Botを走らせる．他のプレイヤーの
進み具合がお互いに把握できるようになっている．

図 2.1 Discord Botの使用例

ルールの詳細や，開発した Discord Botは GitHubで公開している*1．

*1 https://github.com/macchanism/train-sugoroku
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2.2.3 経路と結果
終点や境界駅の都合上，移動した駅数が出目 (Step)よりも少ない場合がある．

H.N. azarasing fjdj s sato grobner maccha

Station 大塚 大塚 大塚 大塚
Line(Type) Step JY(外) 1 JY(内) 1 JY(内) 2 JY(外) 3

巣鴨 池袋 目白 田畑
JY(外) 5 JY(内) 1 JY(内) 3 JK(快速) 3

鶯谷 目白 新宿 秋葉原
JY(外) 1 JY(内) 4 JC 4 JY(外) 5

上野 代々木 東京 浜松町
JK(快速) 5 JB 2 JE(各停) 3 JY(内) 4

浜松町 信濃町 潮見 神田
JK(快速) 5 JB 5 徒歩 JC 4

大森 御茶ノ水 新木場 東京
JK(快速) 4 JC 2 JE(各停) 3 JE(快速) 2

田町 東京 葛西臨海公園 新木場
JY(内) 2 JE(快速) 2 JE(各停) 5

新橋 新木場 葛西臨海公園
JT(普通) 1 JE(各停) 3

東京 葛西臨海公園
JE(快速) 2

新木場
JE(各停) 4

葛西臨海公園

1位は s sato grobnerくん．大塚駅から山手線内回りで新宿駅へ向かい，中央線 (快速)で東京駅に到
着．順調に京葉線でゴールを目指していた終盤，徒歩移動を引き当ててしまった．徒歩で新木場駅へ向か
う最中，後続のプレイヤーが東京駅から電車で同じく新木場駅に向けて移動していたが，なんとか 1位
を死守した．
2位は fjdjくん，序盤は山手線と中央・総武線各駅停車で東京駅を目指すが，出目が小さく，トップと
の差を広げていた．御茶ノ水駅で中央線 (快速)に乗り換えることができ，東京駅にたどり着くことがで
きた．東京駅からは徒歩移動を引き当てることなく，スムーズにゴールへ向かい，2位となった．
3位は著者の maccha．道中，山手線で東京駅を目指すも通過してしまい，さらに折り返しても東京駅
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を通り過ぎてしまった．3度目のトライで東京駅にたどり着き，京葉線でゴールを目指した．*2
4位は azarasingくん．大塚駅から山手線で上野駅まで行き，続いて南へ進むも東京駅を通り過ぎてし
まった．そのままりんかい線を使うためか，引き続き進んでいたが，引き返して東京駅へ向かった．途
中，駅の外で観光してた．

図 2.2 macchaの東京駅通過芸 図 2.3 一駅歩くことになった grobner

2.2.4 まとめ
ゲーム中に Discord Botが技術的な問題で止まってしまい，ゲームの進行に影響が出てしまった．(反
省してまーす)この点はちゃんとした方法が他にあるらしく，今後似たようなサービスを運用する際は気
をつけたい．
すごろくのようなゲームは，相手の位置関係が気になる点や，追い抜きによる逆転が面白さの一つでは
ないかと思う．今回は経路の選び方が複数あり，追い抜きが発生しづらかった．さらにサイコロの出目の
範囲 [1, 5]が広かったため，プレイヤー同士の差が広がりやすい気がした．
首都圏は鉄道が狂気的な規模で運行されている*3．遊び方・楽しみ方は無数にあると思われる．時間が
あれば，またこうして楽しんでみたいと思う．

*2 終盤で Discord Botが停止してしまい，再起動の作業していたため，このとき順位なんて気にしている場合ではなかった
*3 褒め言葉
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第 3章

VALORANTDiscordBotを作ろう tsuji

概要
当時 (今年のゴールデンウィーク) に VALORANT にはまっていたので、より楽しく健全に遊べるように
botを作成して、15人くらいのコミュニティーサーバーに導入した話を書きます。

3.1 初めに
MMA に入って 1年半そっとで初めて部誌を書きます、2022年度 MMA 会計新館担当の tsuji です。
よわよわですがちゃんと参加しないとな、ということで執筆させていただきます。自己満要素が高めと
なっています。

3.2 構想と説明
まず前提として、VALORANT は一人称 FPS ゲームで、日本では異例の人気を誇っています。その
典型的な例として 22生には巨大な VALORANTサークルがあるらしいです。21生にも大きなコミュニ
ティができればいいなあと思っています (うらやましい)。話を戻すと、FPSゲームとは対人ゲームで銃
で敵をぶっ⃝ して自分のランクを上げるというゲームです。文章上だととても簡単に見えるかもしれ
ないけれどとても難しいです。8 つほどあるマップの構造の隅々まで覚えなければいけなかったり、マ
ウス操作で敵のアタマに銃の焦点を持っていかなければいけないのです。そこで努力して上げたランク
をサーバー上に表示できたらわくわくしますよね！あとは、素晴らしいプレイング (フリックなど)で敵
を⃝したシーンは友達に自慢できたらモチベが上がりますよね。このような機能 (and etc...)があれば
VALORANTをより楽しくプレイできると思いこの Discordbotを作成しました。

3.3 機能詳細概要
機能ごとの紹介とコードを書こうと思います。くそほど冗長ですがより良いコードが書けるよう精進
します。これは Herokuで動かしていたんですが、無料枠がなくなるらしいので悲しいです。
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3.4 ランクの役職付け
まず初めに VALORANT のランクを Discord のサーバー上の役職に反映させる (ロールに割り当て
る)ことに取り組みました。どうやってロールを割り当てようかなと思った時に、手動で入力させるか、
VALORANT の API に取ってきてもらうかの 2 つの選択がありました。当然 API を使おうと思いド
キュメントを読むと、ランクなどの個人情報は VALORANTのアカウントにログインしないと取れない
仕様になっていました (当時)。さすがにユーザー名とパスワードを僕の Botに入力させるのは気が引け
たため今回は無しにしました。よって Discord や Slackでおなじみのスタンプ (emoji) を使って各個人
に入力してもらうことにしました。emoji をどう Discord 側に読み込ませるかはかなり迷ったのですが
力技でやりました。
まずは botが emojiのリアクションに反応すると行われる Event関数を用意します。� �

#discord. p y　これが中枢
@bot.event
async def on_raw_reaction_add(payload ):

await teamsort.stump_to_rank_role_add(payload ,bot) #
t e a m s o r tは自身が作ったモジュール名� �

引数の payloadにはどのような emojiが付与されたか、文字コードが入っています。その文字コード
と、受け取るべきである文字コードと比較して同じであれば適切な役職を付与することにしています。
(自作 emojiを使うと簡単みたいな話があったが試していないです)� �

#teamsort.py
async def stump_to_rank_role_add(payload , client ):

checked_emoji = payload.emoji
#... こ れ は い ろ い ろ 省 略 し て い る と い う 意
list_emoji_name = ["^^e2 ^^97^^ bc^^ef^^b8^^8f", "^^f0^^9f^^9f^^ab", "

^^e2 ^^97^^ bb^^ef^^b8^^8f", "^^f0^^9f^^9f^^a8", "^^f0^^9f^^9f^^a6
", "^^f0^^9f^^9f^^aa", "^^f0^^9f^^9f^^a5", "^^f0^^9f^^8c^^95"]

list_role_name = ["アイアン", "ブロンズ", "シルバー",
"ゴールド", "プラチナ", "ダイヤモンド", "イモータル", "レディアント"]
numbers_emoji = ["1^^ef^^b8^^8f^^e2 ^^83^^ a3", "2^^ef^^b8^^8f^^e2

^^83^^ a3", "3^^ef^^b8^^8f^^e2 ^^83^^ a3"]
#...
if numbers_emoji[i] == str(checked_emoji ):
#...

role_add = discord.utils.get(
guild.roles , name=role_self.name[:length -1])

#...

await member.add_roles(role_add)� �
listemojiname の要素が気持ち悪くなっていますが実際は図 emojilistのようになっています。



14 第 3. VALORANTDISCORDBOTを作ろう

図 3.1 emojilist

この list-emoji-name は VALORANT のランクと対応し弱い順に、アイアン、ブロンズ、シルバー、
ゴールド、プラチナ、ダイヤモンド、イモータル、レディアントとの 8つとなっています (色は似せた)(当
時はアセンダントなんてなかった)。実はこの各ランクも 3つに分かれています。例えばアイアン 1,アイ
アン 2,アイアン 3など。しかしレディアントは例外で 1つしかありません、これらの総勢 22個の emoji

を探すのはとても大変です、なのでランクと数字を分けて考えることにしました、そうすれば 8+3=11

で半分のスタンプしか用意しなくてすみます。
流れは、まず list-emoji-nameとの要素との比較をしてアイアンからレディアントのどの層なのかロー
ルを割り当てます。その後 numbers-emojiでその層での位置を決めます。list-emoji-nameと numbers-

emoji の要素は Discord で初期から使えるスタンプと対応するものとなっています。実装はこんな感じ
です。リーダブルコードの真逆を行っている index多様実装ですが大目に見て下さい。� �

#teamsort.py
async def stump_to_rank_role_add(payload , client ):

guild_id = payload.guild_id #サーバーのid
guild = discord.utils.find(

lambda g: g.id == guild_id , client.guilds)
if payload.member.bot: # b o tが e m o j i打ったのなら終了

print("終了")
return 0

checked_emoji = payload.emoji
list_emoji_name = ["^^e2 ^^97^^ bc^^ef^^b8^^8f", "^^f0^^9f^^9f^^ab", "

^^e2 ^^97^^ bb^^ef^^b8^^8f", "^^f0^^9f^^9f^^a8", "^^f0^^9f^^9f^^a6
", "^^f0^^9f^^9f^^aa", "^^f0^^9f^^9f^^a5", "^^f0^^9f^^8c^^95"]

list_role_name = ["アイアン", "ブロンズ", "シルバー",
"ゴールド", "プラチナ", "ダイヤモンド", "イモータル", "レディアン

ト"]
list_role_name_no_radiant = ["アイアン", "ブロンズ",

"シルバー", "ゴールド", "プラチナ", "ダイヤモン
ド", "イモータル"]

numbers_emoji = ["1^^ef^^b8^^8f^^e2 ^^83^^ a3", "2^^ef^^b8^^8f^^e2
^^83^^ a3", "3^^ef^^b8^^8f^^e2 ^^83^^ a3"]

numbers = ["1", "2", "3"]
tablename=re.search(r’^\D.\w+’, guild.name).group (0)+"messageid"
if (payload.emoji.name in list_emoji_name) or (payload.emoji.name in

numbers_emoji ):
DATABASE_URL = os.environ.get(r’postgres :// hogehoge ’)
with psycopg2.connect(DATABASE_URL , host=r’hogehoge ’, password="

hogehoge", user="hoge", database="hoge", port="hoge") as
conn:
with conn.cursor () as curs:

curs.execute(f’select * from {tablename}’)
results = curs.fetchall ()
for result in results:

if result [0] == str(guild_id ):
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message_id = result [1]
if payload.message_id == message_id:

for i in range (8):
if str(checked_emoji) == list_emoji_name[i]:

role = discord.utils.get(
guild.roles , name=list_role_name[i])

await payload.member.add_roles(role)
for i in range (3):

if numbers_emoji[i] == str(checked_emoji ):
for role_self in payload.member.roles:

for role in list_role_name_no_radiant:
if role == role_self.name:

role_add = discord.utils.get(
guild.roles , name=role+

numbers[i])
role_remove = discord.utils.get(

guild.roles , name=role)
await payload.member.

remove_roles(role_remove)
await payload.member.add_roles(

role_add)� �
詳しく読むと PostgreSQL が使われています。これは何のために使われているのかというと、emoji

を付けるべきメッセージの idが格納されています。もともと SQLiteだったのですが,Herokuと SQLite

が相性が悪くて一日に一回ぐらい DBが初期化してしまうという不具合が起きたので PostgreSQLへ移
行しました。
ここまで Discordサーバーにロールがついているという前提で話を進めましたが、30個程度のロール

(無印ランク +数字が付いたランク)を自力で作るのは大変です。他サーバにもおけたらいいなと思って
作ったものなのでなおさらです。なのでそれも Botに作ってもらえるように関数を作りました。その実
装はこんな感じです。� �

#teamsort.py
async def create_rank_roles(message ):

guild = message.guild
channel = message.channel #チャンネルの情報
list_role_name = list(

reversed (["アイアン", "ブロンズ", "シルバー", "ゴールド", "プラチナ", "ダイ
ヤモンド", "イモータル"]))

list_colour = list(reversed ([co.dark_gray (), co.dark_orange(
), co.lighter_grey (), co.gold(), co.blue(), co.purple(), co.red ()]))
radiant = "レディアント"
role_bool3 = discord.utils.get(guild.roles , name=radiant)
if not role_bool3:

create_rank3 = await guild.create_role(name=radiant , color=co.
dark_gold ())

insert_rank_roles_id(guild , create_rank3)
number_name = list(reversed (["1", "2", "3"]))
for (role , colour) in zip(list_role_name , list_colour ):

for number in number_name:
role_bool2 = discord.utils.get(guild.roles , name=role+number

)
if not role_bool2:

create_rank2 = await guild.create_role(name=role+number ,
color=colour , hoist=True)
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insert_rank_roles_id(guild , create_rank2)
role_bool1 = discord.utils.get(guild.roles , name=role)
if not role_bool1:

create_rank1 = await guild.create_role(name=role , color=
colour , hoist=True)

insert_rank_roles_id(guild , create_rank1)
await channel.send(’ r o l e作成！ ’)� �

上手い感じに for文回して無印ランクと数字付きランクが作られるようになっています。

3.5 チーム分け (おまけ)

先ほど話した役職を見栄え以外に使いたいなと思い、身内で 10 人が集まって行うカスタムゲームの
チーム分けを行うプログラムを作成しました。VALORANTにもオートチームバランスという自動でラ
ンクを考慮してチーム振り分けをしてくれる機能がありますが、これは 1通りしか分けることができま
せん。なので最大 10通りのチーム振り分けをしてくれるようなプログラムを組みました。実装はこんな
感じです。� �

#teamsort.py
async def team_sort(message , client ):

guild = message.guild
channel = message.channel
list_role_name = ["アイアン", "ブロンズ", "シルバー",

"ゴールド", "プラチナ", "ダイヤモンド", "イモータル"]
name_to_id = {}
points = list(range(1, 20, 3))
vcch = discord.utils.get(guild.voice_channels , name="チーム分け")
atkch = discord.utils.get(guild.voice_channels , name="atk")
defch = discord.utils.get(guild.voice_channels , name="def")
members_id = vcch.voice_states.keys()
mem_name_point = {}
rank_roles = output_rank_roles_id(guild)
if rank_roles == -1:

await channel.send("エラーが発生しました、役職を作ってからこのコマンドは実行して
ください")

return 0
for member_id in members_id:

member = await guild.fetch_member(member_id)
name = member.name
name_to_id[name] = member_id

for role in member.roles:
if (role.id in rank_roles [2]):

for i in range (7):
if role.name[:len(role.name)-1] == list_role_name[i

]:
member_point = points[i] + \

int(role.name[len(role.name )-1:])-1
mem_name_point[name] = member_point

point_sum = sum(mem_name_point.values ())
volume = len(mem_name_point.keys ())
if volume < 2:

await channel.send("この人数ではチーム分けできません．．．")
return

combination = list(itertools.combinations(
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mem_name_point.keys(), volume //2))
i = 0
sorted_list = {}
team = []
for elements in combination:

i += 1
point = 0
for element in elements:

point += mem_name_point[element]
point_sub = abs(point_sum -point *2)
if i == 10:

point_max = max(sorted_list.keys ())
if len(sorted_list) <= 10:

sorted_list[point_sub] = elements
else:

if point_sub < point_max:
del sorted_list[point_max]
sorted_list[point_sub] = elements
point_max = max(sorted_list.keys ())

for key in sorted(sorted_list ):
members1 = sorted_list[key]
members2 = [i for i in list(

mem_name_point.keys ()) if i not in members1]
team.append ([members1 , members2 ])

count = 0
flag = True

while flag:
members1_str = "、".join(team[count ][0])
members2_str = "、".join(team[count ][1])
await channel.send(f"{members1_str }:vs:{ members2_str}")
await channel.send("このチーム編成でよろしいですか？はい、か、いいえで答えてくだ

さい。")

def check_2(m):
return m.channel == channel and m.author.name == message.

author.name and (m.content == "はい" or m.content == "いい
え")

msg2 = await client.wait_for(’message ’, check=check_2)
if msg2.content == "はい":

await channel.send(f" A t t a c k e rを選んでください、 {team[count
][0][0]}さ ん チ ー ム の 場 合 「1 」 を 、{ team[count ][1][0]}チ ー
ム の 場 合 「2 」 を 送 信 し て く だ さ い ")

def check_3(m):
return m.channel == channel and m.author.name == message

.author.name and (m.content == "1" or m.content == "
2")

msg3 = await client.wait_for(’message ’, check=check_3)
if msg3.content == "1":

for memberatk in team[count ][0]:
await (await guild.fetch_member(name_to_id[memberatk

])). move_to(atkch)
for memberdef in team[count ][1]:

await (await guild.fetch_member(name_to_id[memberdef
])). move_to(defch)

await channel.send("チーム分け完了！")
flag = False

elif msg3.content == "2":
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for memberatk in team[count ][1]:
await (await guild.fetch_member(name_to_id[memberatk

])). move_to(atkch)
for memberdef in team[count ][0]:

await (await guild.fetch_member(name_to_id[memberdef
])). move_to(defch)

await channel.send("チーム分け完了！")
flag = False

elif msg2.content == "いいえ":
count = +1� �

ちょっと長くなってしまいましたが、手順とプログラムの説明を話すとこんな感じです。10人Discord

サーバーに集まってもらったら、チーム分けという VC(ボイスチャットルーム)に集まってもらい、この
関数を実行します。� �

#discord.py
if message.content == "!team_sort":

await teamsort.team_sort(message ,bot)� �
のようにすると !team_sortとテキストチャット上に打つとこの関数が実行されるようになります。関
数を実行するとアイアン 1からイモータル 3までのランクのポイントが 1から 22とふられます。そして
高々 10人のチーム分けには 10vvC5　 = 252通りしかないので全探索してチーム Aとチーム Bのポイ
ントの格差の絶対値が少ないチーム 10個を全探索します。各 check_numは指定された書式のメッセー
ジが送られるまで入力を待つという機能を持ちます。check_2であれば「はい」か「いいえ」か、送られ
ているチャンネルがあっているかなどを確認したのち関数の実行を続行をすることになっています。そ
れを踏まえると check_2 は「はい」が帰ってくるまで新しいチームを提案することがわかります。「は
い」が来たらどちらのチームがアタッカーかディフェンダーかをユーザーに送ってもらい、atkのボイス
チャットおよび defのボイスチャットにユーザーを振り分けるという仕組みになっています。

3.6 クリップ機能
かっこいいプレイングを一生残しておきたい！定期的にみたい！という願望のもとつくられたもので
す。Discord から GoogleDriveに動画を送って保存するという方式を取っています。tsujiの体力が限界
(部誌提出の 1日前の徹夜)(もっと早く執筆するべき)なので説明は雑にいかしてください。
まずクリップを保存する関数 callsaveclipの実装をどうぞ。� �

#clipsave.py
async def callsaveclip(ctx , titledis , maincharacter ):

if ctx.message.attachments [0]:
guild=ctx.guild
attachment=ctx.message.attachments [0]
os.makedirs(f"clip/{ctx.guild.name}", exist_ok=True)
await attachment.save(fp=f"./clip/{ctx.guild.name }/{ attachment.

id}.mp4")
DATABASE_URL = os.environ.get(r’postgres :// hogehoge ’)
with psycopg2.connect(DATABASE_URL , host=r’hogehoge ’, password="

hogehoge", user="hoge", database="hoge", port="hoge") as
conn:
with conn.cursor () as curs:
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tablename=re.search(r’^\D.\w+’, guild.name).group (0)+"
clip"

curs.execute(sql.SQL("CREATE TABLE IF NOT EXISTS {}(
title text ,maincharacter text ,moviename text PRIMARY
KEY ,author text ,iddrive text ,serverid text ,makedate
text)"). format(sql.Identifier(tablename )))

drive=gl()
folder_id = "hoge"
f1 = drive.CreateFile ({’mimetype ’:’application/vnd.

google -apps.video’})
f1[’parents ’] = [{’id’: folder_id }]

f1.SetContentFile(f’./clip/{ctx.guild.name }/{ attachment.
id}.mp4’)

f1[’title ’] = os.path.basename(f’./clip/{ctx.guild.name
}/{ attachment.id}.mp4’)

f1.Upload ()
print(f1.Upload ())
time.sleep (2)
makedate = os.stat(f’./clip/{ctx.guild.name }/{ attachment

.id}.mp4’). st_ctime
d1 = datetime.datetime.fromtimestamp(makedate)
makedate="{0:%Y-%m-%d}".format(d1)
print(makedate)
await ctx.send(f’タイトルが「{titledis}」 で{ maincharacter}

の ク リ ッ プ が 保 存 さ れ ま し た ！ ’)
file_id = drive.ListFile ({’orderBy ’:’createdDate desc’

}). GetList ()[0][ ’id’]
print(drive.ListFile ({’orderBy ’: ’createdDate desc’}).

GetList ())
print(file_id)
try:

curs.execute(sql.SQL("insert INTO {}( title ,
maincharacter ,moviename ,author ,iddrive ,serverid ,
makedate) VALUES (%s,%s,%s,%s,%s,%s,%s)"). format
(sql.Identifier(tablename )),(titledis ,
maincharacter ,str(attachment.id),ctx.message.
author.name ,str(file_id),str(ctx.guild.id),
makedate ))

except psycopg2.errors.UniqueViolation:
await ctx.send("エラーが発生しました！")
return 0

f1.content.close ()
time.sleep (1)
os.remove(f’./clip/{ctx.guild.name }/{ attachment.id}.mp4’

)
await ctx.message.delete(delay =1)� �

この関数は!saveclip というメッセージを送るときに引数にクリップのタイトルとクリップの主人公、
アタッチメントに動画を付与することで動画を保存できるようになっています。保存された動画は一時
的にサーバー側に保存されます。その後 GoogleDriveにアップロードされた後、サーバー上の動画は消
されます。� �

@bot.command ()
async def saveclip(ctx , title="notitle", maincharacter="nodata"):

await clipsave.callsaveclip(ctx , title , maincharacter)� �
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また自動的にクリップが保存および編集された最終日付が格納されます。gl()は tsujiのGoogle Drive

に接続される関数です。ここで大事なのは一意な id と title,author,maincharacter,drive の id などを
データベースに入れることで後から条件を付けて検索できるようになっています。検索するプログラム
も作ったのですが長くなるので割愛。clipsave で保存した後は一定時間で処理される関数 randclip に
よってランダムな clipが投稿されるようになります。� �

#clipsave.py
async def randclip(ctx):

guild=ctx.guild
tablename=re.search(r’^\D.\w+’, guild.name).group (0)+"clip"
DATABASE_URL = os.environ.get(r’postgres :// hogehoge ’)
with psycopg2.connect(DATABASE_URL , host=r’hogehoge ’, password="

hogehoge", user="hoge", database="hoge", port="hoge") as conn:
with conn.cursor () as curs:

curs.execute(’select * from {tablename}’)
results = curs.fetchall ()
N=random.randrange(len(results ))
id=results[N][4]
title=results[N][0]
mc=results[N][1]
author=results[N][3]
drive=gl()
folder_id = "hoge"
f1 = drive.CreateFile ({’id’: id})
f1[’parents ’] = [{’id’: folder_id }]
print(f1)
print(drive.ListFile (). GetList ()[0])
f1.GetContentFile(’now.mp4’)
time.sleep (5)
await ctx.send(f"タイトル:{ title }\n 主 人 公:{ mc}\n 投 稿 者:{

author}",file=discord.File(’./now.mp4’))
time.sleep (1)
os.remove(’./now.mp4’)� �

これは単なる保存されたクリップの中でランダムな動画をピックアップして投稿するという機能です
が、これを一定時間に一回処理させるには実行元を変える必要がありました。� �

#discord.py
@tasks.loop(hours =1)
async def loop(bot):

# 現 在 の 時 刻

now = datetime.now (). strftime(’%H’)
print(now)
if now==’20’ :

print(bot.guilds)
print("True")
for i in bot.guilds:

channel = discord.utils.get(i.channels , name="クリップとハイライ
ト")

await channel.send("一日一回randomclipあげ！$saveclip タ イ ト ル
主 人 公 で 登 録 が で き る ぞ ！ ")

await clipsave.taskrandclip(i,channel)� �
taskを利用して、一時間に一回確認し、20時だったら投稿するようになっています。
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3.7 終わりに
かなり自己満よりな紹介になってしまいましたが誰かの参考になれば幸いです。あと VALORANTに
興味あるかたは MMA に入って僕と VALORANT やりましょう。ID は yuzugon です。ありがとうご
ざいました。
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第 4章

iPadを PC化してみた namor

4.1 はじめに
注意 · · · 今回は windowsの pro版限定の方法です.

4.1.1 自己紹介
1年の namorです.分からないことだらけの初心者ですが,今回始めて部誌を書きます!

4.1.2 きっかけ
以前から Googleリモートデスクトップ使って iPadやスマホで家のデスクトップ PCを遠隔で動かし
ていました.外出先で ZOOMに出れないときに OBSで録画したり,3Dデータの処理をしているときに
進捗を確認したりするときにとても便利です.ですが欠点として,外に出る前に PCの電源を ONにしな
いと行けないこと,iPadのキーボードと Googleリモートデスクトップのキー配置が違うためテキスト入
力がまともにできないこと,学内ネットワークではそもそも Googleリモートデスクトップが使えないこ
とが挙げられました.そこで今回それらを一気に解決して快適な遠隔操作ライフを手に入れました.

4.2 作ったもの
4.2.1 PC電源を外から ONにできる装置
最近 Amazon で SwitchBot やそれに似た製品でスマホからスイッチを押すことができる装置が売ら
れています. でも, その装置だけでは外から動かすことができず SwitchBot であれば SwitchBot ハブシ
リーズが必要になり最低でも 8000円くらい必要になります.自分は,一つの動作をしたいがためにそこま
で払うことができないです.そこで,夏休みにMaker Fear Tokyo 2022に行き ESP32で遠隔操作 したロ
ボットを見たことを思い出し,今回は ESP32を用いてサーボモータを動かし,直接電源ボタンを押すこと
にしました.
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用意したもの
• USBケーブル 1本
• ESP32 1個
• サーボモーター (FS90) 1個
• ジャンパ線　少々
• スマホアプリ ”Blynk”

操作アプリ
電源を押す操作をするために Blynk loTというアプリを使いました.基本は無料ですが機能拡張したい
場合はサブスクで使うことができます.アプリと ESP32を連携するためには,メールで送られたサイトか
ら固有のトークンをプログラムに貼り付けるだけでした.

作ったもの

ソースコード 4.1 PCの電源を押すサーボモーターの制御プログラム� �
//スマホ側で与えられたもののコピー
#define BLYNK_TEMPLATE_ID " "
#define BLYNK_DEVICE_NAME " "
#define BLYNK_AUTH_TOKEN " "
//
#define BLYNK_PRINT Serial
#include <WiFi.h>
#include <WiFiClient.h>
#include <BlynkSimpleEsp32.h>
#include <Servo.h>
Servo myservo;
char auth[] = BLYNK_AUTH_TOKEN;
const char* ssid = "// E S P 3 2に接続する w i - fiのssid ";
const char* pass = "//wi - f iのパスワード ";

void setup()
{

myservo.attach (32);
Serial.begin (115200);
Blynk.begin(auth , ssid , pass);
Serial.println("connected");

}
void loop()
{

Blynk.run ();
}
int cnt = 0; //2回 に1 回 動 く よ う に カ ウ ン ト す る 変 数 を お く
BLYNK_WRITE(V0)
{

if (cnt == 0){
myservo.write (0); //30度 回 転
delay (150);
myservo.write (30); //元に戻る
delay (150);
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cnt = 1;
}else{

cnt = 0;
}
}� �

図 4.1 Blynkでの操作画面

図 4.2 装置全体

4.2.2 iPadで PCを遠隔操作
RD Clientというマイクロソフト純正アプリはとても素晴らしいです.特殊な windowsキーなどを送
信できるほか,Googleのものとは違ってキー配置も適切に変換されたり,解像度をホストに合わせてくれ
ます.そんなアプリなのですが,同一ネットワークの端末の操作にしか対応しておらず,外出先からでは使
うことができないのでそれを解決しました.
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行ったこと
SoftEtherVPNを対象のデスクトップ PC内で実行し,RD Clientというマイクロソフト純正アプリで
リモートコントロールできるようにした. windows版 SoftEtherは電源が入ると自動で起動するの一度
設定してしまえば特に何もする必要は無いです.

SoftEherVPN

初期設定に関しては,SoftEtherの公式サイトを見てください.補足として自分は直接通信するのではな
く SoftEtherの設定で VPN Azure クラウドを用いて間接的に家のネットワークにつなげるようにしま
した.これにすると,ルーターのポート開放が必要なくなり比較的簡単に開通することができるようにな
りました.

4.3 まとめ
とりあえず目標だったものを作ることができました．ビックカメラにサーボモーターが投げ売りせれ
ていたこともあり, 計 1500 円程度で作ることができて大満足です. 今回は,Blynk loT というアプリを
使ってサーバーなどを気にせずに操作できるようにしたのですが,次の目標としてサーバーを立てて外か
らでもWEB等で ESP32を制御できるようにしたいです.

参考文献
[1] SoftEther VPN https://ja.softether.org/1-features
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第 5章

部誌復活の詔 Udon

5.1 はじめに
こんにちは。電気通信大学MMAの Udonと申します。
役職としては調布祭担当や部誌担当とかをやってます。これといって得意なことはないのですがいろ
いろなものに触れてみようってスタンスで生きています。浅く広くってやつですね。
部誌を書くのが初めてで、特に書けることもなかったのですが、技術の話を一つ書いてみようと思い
ます。
最後までお付き合いいただければ幸いです。

5.2 部誌再開の詔
5.2.1 部誌の発見
あれは確かサークル棟清掃の時だったと思います。部室の本棚から以下のようなものを見つけました。

図 5.1 かつての部誌

どうやらこれは昭和の時代にMMAの先輩方が交換日記のような形で交流をしていた時の名残のよう
で、いろいろな回路図を書いたり、部会の記録をしたり、何かを貼り付けたり、他愛のない会話を繰り広
げていたことがわかりました。
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中には警察に捕まってしまったとかいう話をしている方もいて、読んでいて面白かったです。
この部誌、部史ともいうらしいのですが、その名の通り部の歴史を日々記録していっている感じで
した。
この文化は残念ながら 1990年前半で終わってしまっていました。つまり今は記録が残っているだけで
存続はしていないというわけですね。
そこで Udonは考えました。この文化を今の時代に復活させるべきではないかと。
現在部員たちの間には Slackというコミュニケーションツールが存在しているわけですが、どうしても
個人チャンネルなど狭い範囲でのコミュニケーションになってしまいがちです。そうではなく、もっと開
かれた、部員たちみんなが交流しあえるような場を作るべきなんじゃないかと思ったのです。
ということで、2022年、令和の世に、約 30年の時を経て部誌再開の詔*1を出そうかな、ということに
しました。

5.2.2 構想
とりあえず、以下のようなことができたらいいな、ということを考えました。

• ノートではなくWeb上に存在する
• 各コメントに IDをつける
• 画像の挿入ができる
• 特定 IDに返信できる
• できるだけ更新で楽ができるようにする

なぜこのような機能をつけようとしたのか、についての理由はそれぞれ以下のようになっています。

• 時代が進んだため記録媒体を変更すべきだと考えた
• 西暦下二桁 +月 +日 +時 +分という 10桁の IDがノートへの書き込みに存在していた
• イラスト等が書き込まれたり貼り付けられたりしていた
• 部員同士でのツッコみ合いがあった
• サイトの運営の都合上

ここから各機能をどんな感じに組んでいったのかを説明していこうと思います。

5.2.3 やったこと
書き込み内容の募集
これには Google Forms を採用しました。理由としては、使いなれているということと、回答をスプ
レッドシート上に記録できるということの二つがあります。特に後者が大きいですね。
スプレッドシートに記録されたデータをもとにして、GASを用いた処理によって自動化を行う、とい

*1 1980年 6月 20日の部誌への書き込みが元ネタ。
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うわけですね。
まず、フォームは以下のようになっています。

図 5.2 募集フォーム

当然このフォームへの回答はスプレッドシート上に記録されます。

図 5.3 スプレッドシート

記録されるのは「タイムスタンプ」「名前」「書き込むテキスト」「入れたい画像」「返信先 ID」の五つ
なわけです。これらの情報を用いて、これから説明するように自動で書き込む内容を生成できるような仕
組みを作りました。

自動化の概要
これから自動化した機能を説明していくわけですが、前提として、「スプレッドシートに記録された情
報を扱いやすい形に変形」「変形した情報を用いて GASで扱う情報にさらに変形」「GASを用いて追記
内容を生成」といった流れを考えたということを頭に入れていただくと良いと思います。
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ID生成機能
先ほど少し説明しましたが、IDとは西暦下二桁 +月 +日 +時 +分の 10桁のもので、過去の部誌へ
の書き込みそれぞれに割り当てられていました。例えば 2022年 11月 04日 05:00なら 2211040500なわ
けですね。
これを生成するために、以下のような流れで処理を行いました。
まず、シート二枚目を作り、A1に

「=INDIRECT(”フォームの回答 1!A”&row(A2))」
といった形でタイムスタンプの情報を受け渡しました。次に、B1に
「=YEAR(A1)-2000」
等といった形で西暦の下二桁を表示させ、C1には
「=MONTH(A1)」
で月を表示させました。もちろんこれだと一桁の月が一桁のままになってしまうので、D1に
「=TEXT(C1,”00”)」
を入力して C1の数値を二桁の文字列としました。
以下同様にして、E1には DAY関数を使って日を取得し F1で二桁にし、G1には HOUR関数を使っ
て時を取得し H1で二桁に、I1でMINUTE関数を使って分を取得し J1で二桁にしました。最後に K1

で=B1&D1&F1&H1&J1としてやれば晴れて 10桁の IDが完成するわけです。
次の段階です。まずは L1に VALUE関数を用いて K1の値を持ってきます。これは文字列を数値に変
換するための処理ですね。そしてM1には以下のような関数を書きます。
「=IF(L1<0,"",L1)」
なぜ L1の値が 0未満かどうかで場合分けをしなければならないのかというと、最後に 1行目の関数を
下までフィルハンドルしたとき、当然 A列には無があるわけです。どうやらスプレッドシートの何もな
いセルの時間は 1899年 12月 30日 00時 00分として処理しているらしく、上の処理で ID を作成する
と-10112300000となってしまいます。そのため、タイムスタンプの入力があり、正しい IDが生成され
たあとに IDを受け取らなければならないわけです。

図 5.4 タイムスタンプがない部分の IDと正しく生成された ID

ここでポイントなのが、M列の一番最後に「正しく生成された最新の ID」が来ているということです。
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これがないと後の処理ができなくなります。
以上、組んだ関数はフィルハンドルを用いて 1000行目まで下ろしておきました。これで 1000件まで
フォームへの回答があっても自動生成が続きます。いっぱいになったら 1000行追加するまでです。

返信機能
部員同士でのツッコみ合いをするために特定 IDへ返信できるような機能を使いました。仕組みとして
は単純で、のちに生成する htmlテキストにページ内リンクを付けられるようにするだけです。
てなわけで、返信先の IDが知れればいいんですね。これはフォームの回答の一つに返信先 IDを書き
込んでもらって、INDIRECT関数で Q列に受け取ればいいだけです。これも下までフィルハンドルで
下ろしておきます。

画像の挿入
画像が挿入できなければつまらんやろ、ということで画像を挿入できるようにしました。過去の部誌で
もイラストとか凝った字とかが描いてありました。
さて、画像なんですが、フォームの回答時に画像をアップロードしてもらえばいいので受け取りは簡単
です。問題だったのは表示の方法でした。
まず考えたのは受け取った画像をいちいち htmlがある場所の近くに置いておいて相対リンクで指定す
る方法ですが、当然画像を移動させる必要があるため自動化に向いていません。
ではどうしたかというと、フォームで受け取った画像が Google Drive 内のフォルダに自動で保存さ
れ、スプレッドシート上には以下のような URLが表示され、
「https://drive.google.com/open?id=(ここに id)」
さらに 33桁の idが割り当てられるという仕組みに注目しました。
保存された画像は以下のような URLを htmlで指定することで表示できます。

「<img id="source "src="https://drive.google.com/uc?id=

(ここに id)&.png">」
文字列の結合は容易にできるので、スプレッドシートに記録された画像の URLから idを抜き出せばい
いわけです。そのために Y列に以下のような関数を仕込みました。
「=MID(INDIRECT("フォームの回答 1!D"&row(D2)),34,33)」
回答を記録したシートの D列には画像の URLが記録されており、「https～id=」の部分はちょうど 33

文字で変わらないので、MID関数を用いて文字列の 34文字目から 33文字を抜き出せばちょうど idの
部分だけ取得できるわけです。これを Y列全体に反映させました。

募集内容をもとにした htmlテキストの生成
さて、先ほどまでの説明を見てみると、不自然に飛んだ列があることにお気づきだと思います。ここで
一度各列の役割を全て書いておきます。

• A:タイムスタンプの取得
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• B:年-2000

• C:月
• D:月を二桁に
• E:日
• F:日を二桁に
• G:時
• H:時を二桁に
• I:分
• J:分を二桁に
• K:文字列の結合により IDを生成
• L:IDを数値に変換
• M:IDが負の値なら無を、正の値ならそれを表示
• N:INDIRECT関数でフォームの回答から名前を取得
• O:INDIRECT関数でフォームの回答から書き込み内容を取得
• P:INDIRECT関数でフォームの回答から画像 URLを取得
• Q:INDIRECT関数でフォームの回答から返信先 IDを取得
• R:場合分けに用いる
• S1:M列の空白でない末尾のセルを参照
• T1:N列の空白でない末尾のセルを参照
• U1:O列の空白でない末尾のセルを参照
• V1:Y列の空白でない末尾のセルを参照
• W1:Q列の空白でない末尾のセルを参照
• X1:R列の空白でない末尾のセルを参照
• Y:id抜き出し結果の表示

もちろんこれらのセルは Sから Xを除いて下の方まで反映させています。
さて、後半はほとんど説明していないと思いますのでこれから説明します。
まず、空白でない末尾のセルを列の一番上で参照しているわけですが、これは単に最新の情報を更新し
続け、このあと htmlテキストを生成する時に参照するセルとするためですね。だから回答がまだない行
は空白にする必要があるわけです。
さてここで考えなくてはならないことがあります。送られてくるフォームは名前と書き込むテキスト
が必須回答となっているわけですが、画像と返信先は任意回答となっています。そのため、「テキストだ
け」「テキストと画像」「テキストと返信先」「テキストと画像と返信先」という 4つのパターンが考えら
れます。そのため、回答がなかった部分を取得するとそのセルは空白となるため、空白でない末尾のセル
を表示している V列とW列を参照するとそれが最新の回答のものではない場合も考えられます。
それを防ぐために R列に場合分け用の数字を入れるようにしました。R列のセルには以下のような関
数が仕込んであります。
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=IFS(AND(NOT(ISBLANK(P1)),ISBLANK(Q1),NOT(ISBLANK(N1))),"1",

AND(ISBLANK(P1),NOT(ISBLANK(Q1)),NOT(ISBLANK(N1))),"2",

AND(NOT(ISBLANK(P1)),NOT(ISBLANK(Q1)),NOT(ISBLANK(N1))),"3",

AND(ISBLANK(P1),ISBLANK(Q1),NOT(ISBLANK(N1))),"4",

ISBLANK(N1),"")

要は同じ行にある回答内容を参照しているセルを見て、「名前と画像があって返信先がないなら 1、名前
と返信先があって画像がないなら 2」「名前と画像と返信先があるなら 3」「名前だけあるなら 4」「なにも
ないなら空白」といった 5つのなかから処理を選択するというわけです。当然まだ回答を受けてない行
では空白になるようにしています。

図 5.5 場合分けの様子

さて、割り当てた 4つの場合分け番号と S1からX1の最新回答を参照したセルを用いて htmlテキスト
を生成します。生成に当たってはスプレッドシート上の値を参照できるGoogle Apps Script、通称GAS
を使いました。組んだGASは以下の通りです。

function getValue() {

const ss = SpreadsheetApp.getActiveSpreadsheet();
const sheet = ss.getSheetByName(’ID 自動生成’);
const myrange = sheet.getRange(’X1’);
const myvalue = myrange.getValue();

if(myvalue === "1"){
var range = sheet.getRange(’S1:V1’);
var values = range.getValues();
console.log("<p id=\""+values[0][0]+"\"><b>"+values[0][0]+":"
+values[0][1]+"</b></p>\n<p>"+values[0][2]+"</p>\n<img
id=\"source \"src=\"https://drive.google.com/uc?id="+values[0]
[3]+"&.png\">");
const s = ss.getSheetByName(’ 履歴’);
const t = ["<p id=\""+values[0][0]+"\"><b>"+values[0][0]+":"
+values[0][1]+"</b></p>\n<p>"+values[0][2]+"</p>\n<img
id=\"source \"src=\"https://drive.google.com/uc?id="+values[0]
[3]+"&.png\">"] ;
s.appendRow(t);
}

else if(myvalue === "2"){
var range = sheet.getRange(’S1:W1’);
var values = range.getValues();
console.log("<p id=\""+values[0][0]+"\"><b>"+values[0][0]+":"
+values[0][1]+" To:<a href=\"#"+values[0][4]+"\">"+values[0]
[4]+"</a></b></p>\n<p>"+values[0][2]+"</p>");
const s = ss.getSheetByName(’ 履歴’);
const t = ["<p id=\""+values[0][0]+"\"><b>"+values[0][0]+":"
+values[0][1]+" To:<a href=\"#"+values[0][4]+"\">"+values[0]
[4]+"</a></b></p>\n<p>"+values[0][2]+"</p>"] ;
s.appendRow(t);
}

else if(myvalue === "3"){
var range = sheet.getRange(’S1:W1’);
var values = range.getValues();
console.log("<p id=\""+values[0][0]+"\"><b>"+values[0][0]+":"
+values[0][1]+" To:<a href=\"#"+values[0][4]+"\">"+values[0]
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[4]+"</a></b></p>\n<p>"+values[0][2]+"</p>\n<img id=\"source
\"src=\"https://drive.google.com/uc?id="+values[0][3]+"&.
png\">");
const s = ss.getSheetByName(’ 履歴’);
const t = ["<p id=\""+values[0][0]+"\"><b>"+values[0][0]+":"
+values[0][1]+" To:<a href=\"#"+values[0][4]+"\">"+values[0]
[4]+"</a></b></p>\n<p>"+values[0][2]+"</p>\n<img id=\"source
\"src=\"https://drive.google.com/uc?id="+values[0][3]+"&.
png\">"] ;
s.appendRow(t);
}

else{
var range = sheet.getRange(’S1:U1’);
var values = range.getValues();
console.log("<p id=\""+values[0][0]+"\"><b>"+values[0][0]+":"
+values[0][1]+"</b></p>\n<p>"+values[0][2]+"</p>");
const s = ss.getSheetByName(’ 履歴’);
const t = ["<p id=\""+values[0][0]+"\"><b>"+values[0][0]+":"
+values[0][1]+"</b></p>\n<p>"+values[0][2]+"</p>"] ;
s.appendRow(t);
}

}

仕組みとしては、ssでスプレッドシートを受け、そして sheetで扱うシートを受け、myrangeで場合分
けが書かれた X1を参照、myrangeで X1から値を受け取った後、myvalueの値次第で ifにより四つの
処理を使い分けるようになっています。
myvalueが 1の時、rangeでシートの S1、T1、U1、V1を参照し、valuesでそれらの値を参照します。
この時以下のような htmlテキストができるようにしたいので、文字列の結合をうまく使って受け取った
値を入れ込んだテキストを生成します。

<p id="(ここに ID)"><b>(ここに ID):(ここに名前)</b></p>

<p>(ここに書き込むテキスト)</p>

<img id="source "src="(ここに画像 id)">

以下、2、3、4も同様にして、それぞれ以下のようなテキストを生成します。

<p id="(ここに ID)"><b>(ここに ID):(ここに名前)

To:<a href="#(ここに返信先 ID)">#(ここに返信先 ID)</a></b></p>

<p>(ここに書き込むテキスト)</p>

<p id="(ここに ID)"><b>(ここに ID):(ここに名前)

To:<a href="#(ここに返信先 ID)">#(ここに返信先 ID)</a></b></p>

<p>(ここに書き込むテキスト)</p>

<img id="source "src="(ここに画像 id)">

<p id="(ここに ID)"><b>(ここに ID):(ここに名前)</b></p>

<p>(ここに書き込むテキスト)</p>

この GAS のトリガーはフォームの送信時にセットされているので、フォームが届いた瞬間に自動で
htmlテキストが生成され、記録されるというわけです。
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更新のやり方
誰かからのフォーム送信があった場合、自分のメールアドレス宛に通知が届くようにしました。組んだ

GASは以下の通りです。

function mail(e) {

let Email = "(自分のメールアドレス)";

let Subject = "MMA部誌更新通知";

let Body = "誰かがフォームを送信しました。更新しましょう。"

GmailApp.sendEmail(Email, Subject, Body);

}

トリガーは「フォームの更新時」となっています。このメールが届いたら更新の合図というわけですね。
先ほど生成した htmlテキストはシート三枚目の 1列目にどんどん付け足されていくので、一番下のも
のを実際の htmlファイルにコピペすればいいわけですね。ここのコピペがまだ自動化できていません。
ssh 上の自分の領域の~/public_html/BUSHI に html ファイル等が入っています。月ごとに 2210-

.htmlのようなファイルを作成します。ファイルのテンプレは以下の通り。

<!DOCTYPE html>

<html>

<head>

<meta charset="utf-8">

<link rel="stylesheet" type="text/css" href="BUSHI.css">

<link rel="shortcut icon" href="favicon.ico"

type="image/vnd.microsoft.icon">

<link rel=”icon” href=“favicon.ico”>

<title>BUSHI</title>

</head>

<body>

<header>

<a href="https://wiki.mma.club.uec.ac.jp/Home" target="_blank">

<img src="MMA.png" class="mma"></a>

<h1>電気通信大学 MMA 部誌</h1>

</header>

<aside>

<div class="menu">

<p class="ar"><b>メニュー</b></p>

<a href="index.html">トップ</a><br>

<a href="readme.html" target="_blank">りどみ</a><br>

<a href="index.html#kino">機能説明</a><br>

<a href="https://docs.google.com/forms/d/e/

1FAIpQLScEvnSV2WioIZSgE8rTzlGMTjfoDPRHS99vvjdsYAjcDMnZkA/

viewform" target="_blank">書き込みフォーム</a>

</div>
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<div class="a">

<p class="ar"><b>アーカイブ</b></p>

<a href="2210-.html">2022/10～</a>

</div>

</aside>

<section class="bushi">

</section>

<footer>

<a>By pgm_udon Made with VScode</a>

</footer>

</body>

</html>

この section内に生成した htmlテキストを書き足していけばいいわけなのです。
追記後、ssh sagaで saga内にログインします。shosato先輩に lxdグループに追加してもらってい
るため、lxc shell webserverを実行して webserverに入ります。
neobushi というユーザを作成しているので、su neobushi でそいつのホームディレクトリに飛び
ます。
次に、rm -R public_htmlで neobushiの public_htmlを消去します。消去後、nestに戻ります。
nest上で scp -r ./public_html/BUSHI neobushi@webserver.lxd.

saga.mma.club.uec.ac.jp:~/public_html/と叩き、BUSHIというディレクトリ自体を neobushiの
public_htmlにコピーします。これで更新作業は終了となります。一連の処理は以下の通りです。

pgm_udon@nest:~/public_html$ cd BUSHI/
pgm_udon@nest:~/public_html/BUSHI$ ls
2207-.html 2210-.html BUSHI.css favicon.ico images
note.jpg t.txt
2208-.html 2211-.html MMA.png genbun.jpg index.html
readme.html template.txt
pgm_udon@nest:~/public_html/BUSHI$ cd
pgm_udon@nest:~$ ssh saga
pgm_udon@saga’s password:
Linux saga 4.19.0-19-amd64 #1 SMP Debian 4.19.232-1 (2022-03-07) x86_64

The programs included with the Debian GNU/Linux system are free
software;
the exact distribution terms for each program are described in the
individual files in /usr/share/doc/*/copyright.

Debian GNU/Linux comes with ABSOLUTELY NO WARRANTY, to the extent
permitted by applicable law.
Last login: Wed Nov 2 19:32:34 2022 from 192.168.1.1
pgm_udon@saga:~$ lxc shell webserver
root@webserver:~# su neobushi
neobushi@webserver:/root$ cd ~
neobushi@webserver:~$ rm -R public_html/
neobushi@webserver:~$ exit
root@webserver:~# logout
pgm_udon@saga:~$ logout
Connection to saga closed.
pgm_udon@nest:~$ scp -r ./public_html/BUSHI neobushi@webserver.
lxd.saga.mma.club.uec.ac.jp:~/public_html/
neobushi@webserver.lxd.saga.mma.club.uec.ac.jp’s password:
pgm_udon@nest:~$
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5.2.4 完成したもの
以下のようなものが完成しました。

https://www.mma.club.uec.ac.jp/~neobushi/index.html

なぜかMMA-24やMMA-50の下では見ることができないようです。
UECwirelessをはじめとしたほかの回線ならば閲覧が可能です。

5.2.5 今後の展望
とにかく、更新を自動化したいと思っています。そのためには以下のようなことが課題となってくると
思います。

• 追記の自動化
• 新規ページ作成の自動化
• 更新通知の自動化

今の状態でも十分動作はしているし、更新もそこまで苦だというわけでもないので、しばらくは今の形
で運営をしていこうかな、と思っています。
興味を持った部員や OBの方々はぜひ書き込んでみてくださいね。

5.3 おわりに
お疲れさまでした。ろくな話でもないのにここまで読んでいただきありがとうございました。
次の部誌には何かもっと技術的なことが書けたらいいなぁと思いつつここらで筆を置きたいと思い
ます。
ではまた、次の世界で。
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第 6章

Neovim/Vim で LaTeX を書く ryota2357

6.1 はじめに
初めまして、1 年の ryota2357 です。先に書いておくと、これは「Vim・Neovim 入門」の投稿ではあ
りません。Vim・Noevim の説明から始まりますが、本題は僕の設定を紹介する、自己満足な投稿です。
また、最近では Neovim の設定に Lua を使うことが増えていますが、ここではすべて Vim script で
掲載してます。それと、僕の vimrc(init.lua) は https://github.com/ryota2357/dotfiles/tree/

master/vim においてあるので見たい人はどうぞ。
それでは、よろしくお願いします。

注意: 以降では「Vim」と書いた場合、それは Neovim を含みます。「Neovim」と書いた場合はそれは Vim にはな
く Neovim にのみあるものを指します。「Vim (not Neovim)」と書いた場合は Vim のみのものを指します。

6.1.1 なぜ Neovim なのか
VSCode, Emacs, Atom, ... などたくさんのエディタがある中でなぜ Neovim か、と問われても、具体
的な利点は言えません。サックっと環境構築したいなら VSCode を使うことを勧めます。僕が Neovim

を利用する理由はただ「Vim 系 Editor が好きだから」に限ります。じゃあ Vim (not Neovim) ではな
いの？って言われると、それはそれで色々あるのですが。
それはさておき、Vim の利点を上げましょう。
Vim は非常に柔軟なカスタマイズが可能です。設定ファイルをプログラミング言語 (Vim script /

Lua)で書きます。それに日本語版も含めドキュメントが非常に充実してるため、初学者に優しい作りに
なってます。また、Vim 系の操作は非常に強力です。モードという概念、ホームポジションから離れな
いカーソル移動、独自のキーマッピング、テキストオブジェクトと呼ばれる概念の組み合わせで非常に高
速・快適にテキストを編集可能です。さらに、Vim のプラグインは作りやすく、組み合わせやすいです。
初めから高度な知識は必要ありません。Node が必要、なんてこともありません。ファイル１つを適切な
場所に置くだけでプラグイン開発を開始できます。他のエディタではあまりない、UI 自体を作成するこ
とも容易です。ちなみに、僕自身が入れているプラグインの数は 60 を超えます。
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Vim を使えば、僕がエディタに合わせるのではなく、僕にエディタを合わせることができます。最高
ですね。
Vim のどこがいいか、それは人によって異なりますが、僕は Vim の幅広いカスタマイズ性とテキス
ト編集能力が気に入って使っています。今回の投稿ではテキスト編集の方には触れず、カスタマイズの方
を書いていきます。僕は Vim に詳しいわけではないのでもっと良い方法があるのかもしれませんが、参
考になるものがあれば嬉しいです。

6.1.2 VimTeX を使わない / 使用プラグイン紹介
「Vim LaTeX 構築」などと検索すると、多くの記事で紹介されているのは「lervag/vimtex」というプ
ラグインを使う構築です。
vimtex がどのようなプラグインなのかは次の図 lervag/vimtex の README #Features を見れば大
体わかるでしょう。

図 6.1 vimtex Features1 図 6.2 vimtex Features2

必要な機能をしっかりと備えた素晴らしいプラグインであることがわかると思います。
しかし、僕の好みには合いません。必要な機能のみを入れて使わない機能は入れない。僕はそれが好
きです。
では、何を使うか、ですが、次に僕の LaTeX を書く時に使用している主要プラグインを列挙しまし
た。(アルファベット順)

• cohama/lexima.vim
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• hrsh7th/vim-vsnip

• neovim/nvim-lspconfig

• nvim-treesitter/nvim-treesitter-context

• ryota2357/vim-skim-synctex

• Shougo/ddc.vim

これらの個々の説明は後に書いてあります。一部は Neovim 専用ですが、Vim (not Neovim) にも同
様の機能を提供しているプラグインは存在します。

6.2 日本語を扱う
ここから本題です。僕の設定について紹介していきます。

6.2.1 入力
ご存じのとおり Vim は日本語の扱いが得意ではありません。それは GVim でもターミナル上の Vim

でも同じです。特にターミナルにおいては、そもそもターミナルが日本語入力に対応していない、なんて
こともあり得ます、が、まあ有名どころのターミナルではちゃんと日本語入力できます。
さて、僕の使用しているターミナルですが、iTerm2 です。WezTerm もいいと思いますが ASCII と

non-ASCII で違うフォントを割り当てる方法がわからない (なさそう？)ため iTerm2 を使っています。
おそらく iTerm2 において日本語入力は不便しないでしょう。ウィンドウ分割が重いらしいですが、僕は
tmux で行っているため、全く気になりません。それでも iTerm2 での日本語入力はメモ帳に入力するよ
りは少し不便かもしれません。Emacs のように IME がターミナルに組み込まれているわけではありま
せんから。しかし、それも問題ないのです。「vim-skk/skkeleton」というプラグインがあります。SKK

という入力システムを提供する Vim プラグインです。
次に「vim-skk/skkeleton」の REAME から画像を引用してきました。
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図 6.3 vim-skk/skkeleton

僕はこれを使わず、macOS 標準の IME で入力してます、が、ここで紹介するのに使ったことないのは
良くないな、と思って先日少し使ってみました。結論から言うと、僕には合いませんでした。skkeleton、
SKK の入力は非常に素晴らしいと思います。実際、通常の変換 (スペースバー押して変換するやつ) と
SKKの変換どちらを使いたいか、と言われれば僕は SKKを選びます。しかし、僕が普段使っているラ
イブ変換の方が僕は快適だと感じました。SKKが僕に合わないと感じた最大の理由は「送り仮名」です。
僕は送り仮名を考えながら打つのがしんどかったです。慣れれば SKKは非常に快適に入力できると思い
ます。僕はもう少し使ってみようと思ってます。

6.2.2 option と autocmd

続いて日本語を入力する上で設定しておくといいかも？ってやつです。
まず option からです。� �

" 行 の 折 り 返 し を 無 効
" L a T e X で は 横 に 長 い 表 を 書 い た り す る の で 、 無 効 に し て お く と よ さ そ う で す 。
" あ と 、 描 画 量 が 減 る か ら か 、 少 し 軽 く な る そ う で す 。
set nowrap

" 全 角 カ ッ コ ペ ア の 追 加
" V i m に は 標 準 で 対 応 す る 括 弧 を ハ イ ラ イ ト し て く れ ま す 。
" そ れ を 日 本 語 に も 適 用 で き る よ う 拡 張 し て お き ま す 。
set matchpairs +=（:） ,「:」 ,『:』 ,【:】 ,［:］ ,＜: ＞

" ス ク ロ ー ル の 余 裕 を 設 定
" s c r o l l o f fは縦スクロール、 s i d e s c r o l l o f fは横スクロールです。
" 縦 ス ク ロ ー ル は 普 通 の プ ロ グ ラ ム 書 く 時 の 設 定 と 同 じ で い と 思 い ま す が 、
" 横 ス ク ロ ー ル は 大 き め に し て お く と 良 い で し ょ う 。 日 本 語 は1 文 字 で2 幅 で す 。
set scrolloff =3
set sidescrolloff =10

" マ ー カ ー 位 置 !!!> ~~~ <!!! で 折 り た た む
" こ れ は マ ー カ ー で 折 り 畳 み を 使 っ て い る 人 に つ い て で す 。
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" デ フ ォ ル ト の マ ー カ ー は {{{ ~~~ }}} で す 。
" こ れ は L a T e X文書中にそこそこの数出てきます。
" そ の た め 意 図 し な い 位 置 で 折 り 畳 み が 発 生 し ま す 。
" マ ー カ ー を L a T e X 文 書 で 現 れ な い よ う な も の に 変 更 す る と 良 い で す 。
set foldmethod=marker
set foldmarker=’!!!>’,’ <!!!’

" 表 示 文 字 設 定
" extends: 行 が 画 面 よ り も 伸 び て い る と き の 最 終 列 に 表 示
" precedes: 行 が 画 面 よ り も 伸 び て い る と き の 最 初 の 列 に 表 示
" 横 に 長 い 表 な ど を 書 く + nowrap の 時 、 文 章 が 画 面 外 に 続 い て い る の か
" 一 目 で わ か り ま せ ん 。 こ の オ プ シ ョ ン で 可 視 化 し て お き ま し ょ う 。
" (詳 し く は ‘ h ’listchars ’‘ 参 照)
set list
set listchars=extends:>,precedes:<,� �
続いて autocmd です。この投稿で紹介する autocmd は 3 つありますが、ここでは 2 つ。最後の方
にもう 1 つ出てきます。まずは 1つ目� �
autocmd BufWritePre *.tex :call FixPunctuation ()
function! FixPunctuation () abort

let l:pos = getpos(’.’)
silent! execute ’:%s/。/. /g’
silent! execute ’:%s/、/ , /g’
silent! execute ’:%s/\\\@<!\s\+$//’
call setpos(’.’, l:pos)

endfunction� �
この autocmd は tex ファイルを保存時に「、」と「。」を「,」と「.」に変換し、末尾の不要なスペース
を削除するものです。
例えば、次のようなテキストがあったとき、

Before� �
このような、日本語の文章がある時、句読点を修正します。いい感じに空白も入ります。
カーソルの位置が動くこともありません。� �
こうなります。(↓)

After� �
このような, 日本語の文章がある時, 句読点を修正します. いい感じに空白も入ります.

カーソルの位置が動くこともありません.� �
続いて 2つ目は macOS 専用です。� �

augroup IME
autocmd!
autocmd CmdlineLeave /,? :call system(

\ ’osascript -e "tell application \" System Events \" to key code 102"’
\ )

augroup END� �
\と ? で、検索をした後、IME を off にするものです。プログラミングの時は検索対象が英語なので
いらないのですが、日本語書いているときは検索で IME on にして � �� �

Enter とかで Cmdline を 離れる
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ことがあるかと思います。その時 IME が off になってれば、すぐに � �� �
i や � �� �

n が入力できるので快適
になります。

6.3 Completion

LaTeX のコマンドを全て覚えるのは大変です。やはり入力補完 (completion)は必須です。

6.3.1 ddc.vim

Vimmer であれば Shougo さんを知っている人は多いでしょう。知らない人も「deoplete.nvim」
「dein.vim」「unite.vim」「neobundle.vim」「denite.nvim」「defx.nvim」「neosnippet.vim」のいずれか
は使った、もしくは聞いたことがあるかと思います。いずれも GitHub で 1000 スターを超える Vim・
Neovim プラグインです。「ddc.vim」はその Shougo さんによって作られた「deoplete.nvim」の後継と
なる新しい入力補完プラグインです。
ddc.vim の README の 1 行目を見てみましょう。

Dark deno-powered completion framework for neovim/Vim8

さて、少し逸れますが注目したいのは「deno-powered」です。Deno です。
Deno を知らない人向けに言うと、Deno とは Node.js の反省を踏まえて、Node.js の作者本人が作
成している新しい Javascript/Typescript のランタイムのことです。Node.js と異なり、node modules

を生成しませんし、package.json もありません。詳細は省きますが Deno はその設計のため、インス
トール・アップデートが容易であり、依存関係が自動解決され、スクリプト言語のような使い心地であ
り、環境を汚しにくいという、多くの素晴らしい特徴を持っています。この Deno を Vim でも使える
ようにするプラグインが「vim-denops/denops.vim」です。lambdalisue さん中心に開発されています。
(lambdalisue さんは「jupyter-vim-binding」「fern.vim」「gina.vim」の作者です。)

次の引用は denops.vim のリポジトリの Description です。

An ecosystem of Vim/Neovim which allows developers to write cross-platform plugins in

Deno

denops.vim によって、Vim プラグインを Typescript で実装できるようになりました。これの嬉しい
ことは、より親しみやすい言語で開発ができるのはもちろん、Typescirpt で作られてきた Vim 以外の
分野のライブラリ資源も活用できると言うことです。さらに、Typescript で書かれた部分は別のプロセ
スで動き、非同期処理も十分に行えるため、Vim への負荷を下げ、 Vim script よりも高速に処理が行え
ます。つまり、denops.vim を用いて作成されるプラグインは、実行速度・開発速度の両面で高速化され
るのです。
話を戻します、ddc.vim は denops.vim を用いて作成されたプラグインです。ddc.vim は設定なしで
は何も動きません。自分で 1 から設定する必要があります。さらに、他の補完プラグインにはよくある
スニペット展開や floating window によるプレビューといった機能もありません。純粋に補完機能のみ
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を提供するプラグインです。しかしそのおかけで、自分が欲しい機能のみを取り入れた自動補完機能を
作っていけるようになっています。より詳しく ddc.vim を知りたい人は Shougo さん本人による記事、
https://zenn.dev/shougo/articles/ddc-vim-beta を読んでみるとその設計思想や特養がよくわ
かると思います。

6.3.2 ddc.vim の設定
これ以降は ddc.vim について最低限の知識がある、という前提になります。
次に僕が tex を書く時に使用している ddc プラグインを列挙しました。

• Source

– Shougo/ddc-source-around

– Shougo/ddc-source-nvim-lsp

– hrsh7th/vim-vsnip-integ

• Filter

– Shougo/ddc-matcher head

– Shougo/matcher length

– tani/ddc-fuzzy

• UI

– Shougo/ddc-ui-pum

また、ddc の tex での設定は次のようにしてます。(実際に書いている設定ではありません。global な
設定も追記したり、mark や autoCompleteEvents など、ここでは重要でないものは省いています。)� �
call ddc#custom#patch_filetype ([’tex’], {

\ ’sources ’: [’nvim -lsp’, ’vsnip’, ’around ’],
\ ’sorters ’: [’sorter_fuzzy ’],
\ ’converters ’: [’converter_remove_overlap ’],
\ ’sourceOptions ’: {
\ ’nvim -lsp’: {
\ ’minAutoCompleteLength ’: 3,
\ ’matchers ’: [’matcher_head ’]
\ },
\ ’vsnip ’: {
\ ’minAutoCompleteLength ’: 1,
\ ’matchers ’: [’matcher_fuzzy ’],
\ ’dup’: ’keep’
\ },
\ ’around ’: {
\ ’minAutoCompleteLength ’: 2,
\ ’matchers ’: [’matcher_head ’, ’matcher_length ’]
\ }
\ }
\ })� �
僕は texを基本的に、vsnipで書いてます。数式や画像や表のテンプレート挿入だけでなく、「\lambda」
などの単純なものまでスニペット化してます。こうすることでバックスラッシュをタイプせず tex を書
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くことができるようになります。このような snippet 主体で tex を書くため、vsnip には matcher fuzzy

を、nvim-lsp には matcher head を割り当ててます。
ちなみに、Language Server には texlab を利用してます。これは特に説明することはないけ
ど、「williamboman/mason.nvim」を使ってインストールすると、グローバルに LSP をインストー
ルすることなく利用できるのでとても良い、とだけ触れておきます。Vim (not Neovim) の人は
「prabirshrestha/vim-lsp」と「mattn/vim-lsp-settings」があります。これらを使えば Neovim と同
様に快適に Language Server が使えると思います。

6.4 その他の設定
残りの設定を「その他」として書いていきます。まずは、どのセクションに書けばいいかわからなかっ
たやつを 2つ。ちょっと Vim から離れます。

1つ目は PDF ビューワーについてです。
僕は Skim を使っています、macOS 専用です。SynctTeX や自動リロード、ダークモードに対応して
いる、シンプルで使いやすい PDF ビューワーです。

図 6.4 skimのダークモード

2つ目は tex ファイルのコンパイルについてです。
僕は tmuxにて別のウィンドウで「latexmk -pvc」をしてます。実は先ほど紹介した Language Server、

texlab には tex をコンパイルするコマンドが提供されてます、が使ってません、と言うより使い方がよ
く分かってないです。なんかビルド失敗しちゃいます。(エラーの見方もよく分かってません...) どうに
かしたいなとは思うけど、tmux 使って直接 latexmk な現状に困ってないので放置してます。
以上です。ここから Vim の話に戻ります。
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6.4.1 SyncTeX

SyncTeX とは「TeX ソースを開いたエディタと PDF ビューワとの間での相互ジャンプを実現する仕
組み (TeX Wiki から引用)」のことです。名前は知らなかったけど、使ってる。そんな感じの機能だと
思います。
Skim は SyncTeX に対応している PDF ビューワーです。そのため Vim の方で Skim と連携する
ようにすれば SyncTeX を行えます。これについては、いい感じのプラグインが見つからなかったので
自作しました、「ryota2357/vim-skim-synctex」です。denops.vim を利用してます。vim-skim-synctex

は forward-search と backward-search の両方が行えます。denops.vim を利用したことによって他の
SyncTeX 系プラグインが Python や外部コマンドに頼るところを内部で Deno サーバーを立てること
と、 AppleScript を使うことで回避してます。詳しいことは過去に記事を書いたのでそれのリンクを置
いときます。
https://ryota2357.com/blog/2022/dev-vim-skim-synctex/

vim-skim-synctex は基本的には問題なく使えると思うのですが、気にするものではない程度のバグが
いくつかあります。そのうち修正したいなとは思ってるのですが、困ることがないので放置しちゃって
ます。
ちなみに、SyncTeX と set mouse=a は相性が悪いです。SyncTeX の backward-search では PDF

ビューワーをクリックする必要があります。その時、ウィンドウのフォーカスは Vim を起動している
ターミナルではなく、PDF ビューワーに当てられます。backward-search の後、Vim で編集を再開する
には ターミナルをクリックしてフォーカスを戻す必要があります。この時 mouse=a が設定されている
と、せっかく backward-search で移動したマウスカーソルがフォーカスを戻すためにクリックした場所
に移動していまします。これを解決するには、次のような autocmd を用意すればいい感じにできます。� �
augroup Mouse

autocmd!
autocmd FocusGained * call s:OnFocusGained ()
autocmd FocusLost * call s:OnFocusLost ()

augroup END

function! s:OnFocusGained () abort
autocmd CursorMoved ,CursorMovedI ,ModeChanged ,WinScrolled * ++once

\ call s:EnebleLeftMouse ()
noremap <LeftMouse > <Cmd >call <SID >EnebleLeftMouse ()<CR>
inoremap <LeftMouse > <Cmd >call <SID >EnebleLeftMouse ()<CR>

endfunction

function! s:EnebleLeftMouse () abort
noremap <LeftMouse > <LeftMouse >
inoremap <LeftMouse > <LeftMouse >

endfunction

function! s:OnFocusLost () abort
noremap <LeftMouse > <nop >
inoremap <LeftMouse > <nop >

endfunction� �
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この autocmd については過去に記事を書いたのでこれもリンク置いときます。
https://ryota2357.com/blog/2022/vim-mouse-on-focus/

6.4.2 残りのプラグイン
ここまでで、節 6.1.2で列挙したプラグインのうち「lexima.vim」と「nvim-treesitter-context」につ
いて触れてなかったので短めに書きます。
lexima.vim は 自動括弧閉じとドットリピートのプラグイン、という説明ですがそれ以外の使い方が非
常に強力です。 (もちろん、括弧補完にも使ってますが) 例えばこんなことができます。(|はカーソル位
置です)

Before� �
\begin{enumerate}
\item 要素 1つ目 |

\end{enumerate}� �
ここでエンターを押すと

After� �
\begin{enumerate}
\item 要素 1つ目
\item |

\end{enumerate}� �
というように、\item を自動入力することができます。これは次のように設定すると、実現できます。� �

call lexima#add_rule ({
\ ’char’: ’<CR >’,
\ ’at’: ’^ *\\ item .*\%#’,
\ ’input’: ’<CR >\item ’,
\ ’except ’: ’\\\\\%# ’,
\ ’filetype ’: ’tex’
\ })� �
これは comments オプションと formatoptions オプションをいい感じに設定することで似たよう
な、またはこれ以上のことができるかもしれません。しかしおそらく除外設定はできないと思ってます
(comments オプションよく分かってない)。上記の設定では行末が \\ で終わっている場合は次の行に
\item を自動入力しないよう設定してます。
最後に、nvim-treesitter-context ですが、これは次の画像を見たほうが良いでしょう。現在のネスト
位置がよくわかるようになるプラグインです。
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図 6.5 vim-skk/skkeleton

これは 1 つのセクションが長い時に役立ちます。今どこのセクションについて書いているのか素早く
確認できます。このプラグインは唯一、僕が節 6.1.2で挙げた中で Vim(not Neovim) 代替プラグインが
ないものです (僕が知らないだけかもですが)。

6.5 おわりに
ここまでで紹介した設定は僕の vimrc (init.lua) の一部です。 vimrc は常に変化し続けます。今はこ
の設定を使っていますが、明日には大きく変わってるかもしれません。これがベストではありません。永
遠に未完成です。

以上でこの投稿は終わりです。ちょっと長くなってしまいました。(僕だったらこれ、あんまり読む気
しないな...)

もし、ここまで読んでくれた人がいたら、本当にありがとうございます。何か一つでも参考になるもの
があれば良いなと思います。
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